
泌氏憲主主
おまさ〈した懇話、車綴JIIと手提組Eガこを食れ自需と麗畳む融

ぐ〈まれ拒碧E章子由市民で哲，
わ主〈し控古は、滋雷劃糟ll:1じ醤罰島者時ざ撃す島民として母島

。をも宮、線設への顕いをこめて、こと記窃産車躍を定め百衣替e

>J<e額と主めに高い7Jいっぱい串韮みよい喜，uこ巳し家事
由と体をき疋え生き生きと鶴巻伸びゆ〈高びこなしま事
者人奇大嬰立しミ子ども場事を宵て拳It~酷びとむしま菅
ふるさと費量し宣伝在高め豊tJ/J高びこEしま事
みん草で酷し高い嘗まりを守り明日5いあu之位しま亨
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昭
沼
紛
簿
作
時
間
C
鰯
慾
怒
れ
た
、
終
柑
開
ヰ
ヰ
宿
緒
子
駁
務
総
織
の
制
刊
曲
聞
に

即
時
る
納
入
燐
報
の
然
環
巳
燃
す
る
条
伊
に
纂
づ
き
、
コ
ン
ビ

3
1タ
i
は

削
除
録
さ
れ
て
い
る
飼
人
練
戦
記
録
繍
磁
郡
山
公
表
し
談
す
。
今
回
脚
の
公
表
で

は
、
情
H3出
出
回
揖
簾
揃
酬
の
河
ン
ラ
イ
ン
犯
な
ど
は
ぷ
り
、
町
出
掛
融
緩
銀
総
領
、
邸
内

駁
人
登
録
時
醐
Mmと
盤
渓
藤
本
台
銀
関
係
mw
一
韻
汐
瀦
泌
さ
れ
出
品
し
持
品
@

銭 外 | 脇信機)、鵠受信腕、輔、遂腕、細主削、入鵬、臓病( 湾

関鶴位、届出稼閥、脳朝日制届腕、住所期白幡鶴、附
i寄堂、'!'z，!K分、験室商事邸、結翁$F寺8、受信年内目、決闘E童E宮阪、殺到j、

人 |蝉冊、職、側、総娘、醐脈融、勤務樹、勤務師、際
!事静香号、ま韓券発行年月旬、筆書霊祭河B、夜望書量華僑、議書留期際、留意書霊祭、軽量

係護憲:制問、上陸側開忽転出先〈方議)

護議1邸鍛錬臨禁治産駒イン印影

l 主査録の湾線、銭安義年角的、主主要素波、投警整区分、主主主著$1ヨ8、Eま消事的

現
在
+
用
守
は
、
税
務
事
務
か
ら
問
問
霧
す
む
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
V
いえ

l
タ
1

悌
慨
し
山
田
し
に
返
る
ま
で
‘
燦
々
な
部
的
利
般
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
叫
河

内

rコ
ン
ビ
A
g
e
e
e
タ
ー
や
み
料
開
mじ
て
い
す
る
保
磯
村
川
擦
が
非
常
に
綴
畿
と
な
り

ま
す
n

ま
た
今
年

l
nか
ら
は
、
住
民
ま
寸
。

州
出
品
開
等
の
オ
〉
ラ
イ
ン
陥
時
期
制
も
始
ま
り
‘
市
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

iを
利
熔

コ
ン
ザ
人

1
タ
ー
が
市
脱
出
サ

i
r
ス
の
し
と
激
務
処
理
に
際
L
て
、
市
尚
武
的
皆

向
上
や
事
務
総
壌
の
品
川
準
化
に
祭
た
ナ
さ
ん
に
燃
す
る
様
々
な
僚
人
消
報
寄
託

役
州
側
は
、
増
々
火
事
な
も
の
と
な
っ
て
録
し
、
終
端
惜
し
て
い
ま
す
駒
こ
仇
ら
飼

い

ま

す

。

入

場

緑

町

出

陣

畿

に

つ

い

て

は

、

市

民

的

¥え
i
j
i
t
-
-
1
1
1ノ
雪
ペ
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ゑ
庁
、
議

ア

限

切

~

一

均

一

)

二

一

事

会

議

議

す

る

た

め

に

、

常

…

と

保

護

一

蓄

が

あ

ワ

ま

す

。

f
l
L
¥
a
i
i
l
i
-
-
j
i
-
-
iノ
人
情
報
の
護
記
録
後
然
的
斜
線
、
そ
の
中
に
議
で
制
限
さ
れ
て
い
る
頂

こ
う
長
急
速
な
コ
ン
ピ
ュ

i
タ
i

一

帯

芯

よ

る

一

塁

内

撃

の

票

訂

正

議

議

長

命

ま

れ

て

い

な

い

こ

主

除

雪

山
口
照
的
拡
が
り
は
、
コ
ン
ピ
為

l
タ
1

一¥a
i
-
-
y
h
i
l
a
-

一

務

墾

E

町
議
臨
時
帯
、
億
人
綴
織
の
用
遂
で
い
た
だ
く
た
め
に
行
、
つ
も
の
て
す
。

寄

っ

襲

警

の

ま

き

や

、

様

々

一

監

視

も

て

い

必

務

室

〈

の

議

を

規

定

し

て

い

霊

室

長

選

号

室

め

と

な
分
野
へ
の
料
開
川
町
可
銭
微
か
ら
く
る

/

I

P

に
ま
す
ゆ
こ
う
し
た
税
同
国
的
…
つ
に
、
コ
お
り
で
す
が
。
今
後
も
紀
脇
陣
項
目
的
後

も
の
で
す
ゅ
し
か
し
‘
コ
ン
ピ

3
iタ
と

う

t
た
こ
と
か
ら
市
で
辻
、
ぷ
叫
ン
ピ
ぇ
zee-9
タ
ー
に
総
帥
制
さ
れ
て
い
る
綴
獲
や
地
加
に
つ
い
て
は
、
条
僚
に
援
し

i
姑
巡
に
は
、
綴
っ
た
情
報
が
入
力
幸
四
悌
子
事
電
子
計
総
組
問
畿
の
狩
附
m
に
係
る
緩
め
公
表
綴
織
が
あ
り
ま
す
。
な
い
主
フ
機
援
に
叫
円
附
惜
し
‘
そ
の
内
務

れ
た
場
合
そ
の
発
見
が
削
閤
畿
で
あ
っ
た
傍
人
様
較
的
保
護
に
倒
閣
す
る
条
例
」
を
総
組
制
抑
制
島
町
公
畿
は
、
市
民
的
惨
さ
を
溺
時
市
民
的
俊
幸
ん
に
公
後

t
て
い

り
、
ま
と
潜
家
機
か
ら
の
跡
地
附
酬
明
部
作
で
制
制
定
し
、
綴
入
機
制
格
的
保
織
を
刷
出
…
っ
て
ん
に
、
続
分
的
ど
め
よ
う
な
情
報
が
コ
〈
予
定
で
す
。

特
定
的
機
描
略
的
入
手
や
加
工
が
一
時
総
で
い
ま
タ
a

ン
ピ
チ
ー
タ
i
に
似
品
赫
附
さ
れ
て
い
る
の

E
V

問
い
合
わ
せ
準
務
改
組
世
縁

あ
る
等
の
間
綴
が
あ
る
こ
と
も
惑
実
で
こ
の
条
例
廿
は
・
秘
叩
怖
の
然
持
、
綴
か
を
知
つ
ぜ
い
た
だ
〈
た
め
に
、
ま
た

ゑ型qm 

相

暗

司
、
月

号
年

議
開
早

織

廃
、
日
以

凶
雷
同
何

時
間

糊
酎治療 ピ

ヌを

酬
明
和
例
都
1
月
4
沼
か
ん
伎
E
A
記
録
的
」
寸
腕
帆
隙
削
減
開
閉
め
に
め
L

ぷ
相
織
的

オ
ン
ラ
イ
ン
が
縁
仏
抑
し
、
市
役
所
、
支
た
め
L

と
い
っ
た
捻
象
的
な
絞
殺
で

所
、
行
数
議
絡
所
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
制
は
交
付
に
応
ヒ
な
い
之
と
も
あ
リ
ま

ば
れ
た
こ
と
む
よ
り
仲
間
回
目
商
情
的
等
し
、
す
α

印
鑑
景
品
州
統
明
警
は
電
算
機
で
打
ち
山
山
法
人
絡
め
品
医
者
向
山
中
総
は
、
後
品
剥

し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
仲
防
災
淡
の
写
め
断
線
す
る
山
知
数
法
人
が
ま
た
は
代

し
、
印
綴
殺
録
証
明
幾
警
に
つ
い
て
は
、
表
者
的
印
を
申
出
眠
術
慨
に
押
す
こ
ど
に

綾
城
跡
抑
止
め
た
め
絵
柄
や
え
れ
た
も
の
な
ヴ
て
い
ま
す
拶

に
蓄
し
、
銭
安
芸
l
)す
る
と
録
そ
室
、
主
義
融
市
ご
と
の
後

効
い
と
い
う
文
学
が
持
け
さ
山
山
る
佼
鐙
に
脳
内
撃
で
し
た
が
、
園
間
人
単
伎
の
住
民

な
っ
て
い
草
す
e

一
回
訴
と
な
っ
た
た
め
絞
明
書
の
踏
家
を

ま
た
、
議
求
に
つ
い
て
も
鱗
三
者
(
本
す
る
と
き
い
は
、
畑
山
人
だ
け
の
も
の
、

人
お
よ
び
問
一
山
官
僚
災
以
外
)
的
場
合
後
継
全
長
の
も
の
、
跡
怖
か
れ
た
人
も

は
、
具
体
約
な
談
求
理
由
φ
総
入
す
る
脅
む
な
ucm
肌
酬
明
的
範
耐
間
金
明
織
に
し

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
@
例
、

y
dベ
総
て
繍
求
し
て
く
だ
さ
い
。

術
的
確
認
の
た
め
」
寸
僚
機
係
会
の
た

V
問
問
い
合
わ
せ
市
災
綴

対反9主舟求 事 機 使

{共遊軍事13) 霊草鐙署員事演〈主主主、緩庭、犠f活費量華〉、笛)E草署嬢貌護軍悦喜重著書護軍
務君主(:1:始、室長軽量、韓聖書道資産)、都市詮t~露税務総標準喜襲撃蕊〈土地、家墨〉、
主主主E資産量殺害語、調官吾京総総額、機童書資直撃事控室費、筆書減税務〈家屋霊〉、合節税額、
所在員百入浴潟苦言氏名、助手書議住所、線総務幾人氏名、納税欝護人候所、五持説
貯蓄総合コート之、死亡主主護人氏名、事持続遜m霊童蓄をま
f土地線総理署笥} 叡哲区分、幾沼地弱、滋潟地喜室、治畿地E志台綴燦右翼、

課税総書費、使宅総鎗潜畿、F'毅、小諸遺書譲住宅到底線電車E費、非往怒爾熔慈善襲、 T
Zずさ当絞り認綴領、総務室語教

{家E襲撃聖続演悶} 潔況床連事務、台綴床主主事壁、総14悪霊類、業主主る潟王室、主体
の襲撃重量、襲撃築年問、認r監督E分

のi乱2ゑ会志下127 



f告書き. 3. 16 (2) 

事》
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mM

抽吋一

4
耳
9
日
〈
設
}
午
前
却
時
i
ネ
後
4
時
{
蔚
叉
M

即日
v

l
 

会
場
一
命
佐
平
成
通
り
特
設
会
場
(
下
関
品
世
間
関
〉

銭753~き

、細

ん
立な

こ♂と
ん:き
な代は
届;
けi
出F

をぷヒ

木
々
の
総
が
一
斉
に
都
ぷ
〈
、
う
ら

A12id

為
d

J

E

H

M
W

了畿一、一せ一

ら

か

率

的

選

し

に

誘

わ

れ

て

、

也

氏

、

重

点

q
d
g

織
的
布
佐
新
時
開
ま
つ
り
が
一
汀
わ
れ
ま
す
舎

v
a時
4
月
9
m
m
{
鼠
)
午
議
問
時
か

ム

γ年
は
、
和
佐
1
7
g際
的
衡
を
平
ら
や
後
4
時
(
漏
出
夫
決
行
)

成
過
り
高
間
耐
制
品
開
と
名
付
け
て
の
務
A
X
m
附
1

V
場
所
新
絡
ま
つ
り
会
場
内

子
ど
ち
か
ら
大
λ
ま
で
殺
し
め
る
盛
り

w
v
棚
問
い
合
わ
せ
原
議
終

だ
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
世
間
出
慾

し
て
い
ま
す
。

ご
象
機
お
そ
ろ
い
で
お
燃
か
け
く
だ

然
P
L

事
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

フ
ワ
フ
ワ
コ
ア
ラ
、
包
了
研
宮
、
輪

投
げ
ふ
入
会
、
ピ
!
"
庁
パ

γ
、
草
花
的
無

料
配
帯
電
榔
阿
波
惑
な
ど
。

幽

V

糊
問
い
合
わ
せ
務
総
ま
つ
り
実
行
教

員
長
叫
打
開
閉
浅
雄
、
事
務
絡
淡
篠
宮

〈的
)
2
7
3
6
、
材
料
谷
町
宮
戸
間
)
1
7

1
6
 

叩
ン
の
車
(
き
ん
」
と
し
て
加
入
(
第
3

号
縫
線
検
品
骨
)

@
ご
主
人
が
送
機
し
た
あ
と
独
自
に
制
服

入
〈
鱗
2
4ワ
被
保
検
索
〕

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
綴
で
悶
伐

部
品
濯
に
加
入
す
る
こ
k
に
な
り
、
そ
の

た
び
じ
級
制
抑
波
注
腐
が
必
制
対
小
、
小
9
9

3
月、

4
同
月
は
紋
織
や
退
職
、
一
一
転
数
な

ど
の
多
い
時
期
で
、
協
同
問
部
品
棋
の
溜
け

お
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
忙
し
苦
に
ま

ぎ
れ
セ
お
仰
い
叫
れ
の
な
い
本
ヲ
ご
注
意
く

だ
さ
い
砂
ホ
ん
な
胤
け
は
左
衰
の
と
お
り
，

で
ナ

E

お
早
闘
に
附
関
係
年
金
一
説
年
金
係

ι忍
け
山
間
殺
し
ま
し
ょ

vz

韓議喜子離北口

齢
制
緩
ぬ
年
金
は
、
別
総
か
ら
印
裁
に

な
る
ま
で
の
入
、
廃
業
、
サ
ラ
リ
!
?

ン
な
ど
綴
穣
を
附
州
わ
4
9
す
べ
て
が
淑
人

翁
で
ナ
*
加
入
者
は
係
険
料
的
納
付
方

法
的
違
い
な
ど
か
ら
、
築
主
号
機
臨
時
協
関

毅
1

鱗
2
秒
後
保
険
品
側
、
楠
附
3
号
M

間同開

陣
問
者
町
立
一
検
制
刷
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、

‘

き

ま

君

、

l
f
t

総
品
川
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
も
ち

4
月

か

ら

鍔

:

宇

治

一

手

ろ

ん

議

が

変

わ

る

と

き

も

誇

嬰

月

8
0
0
0円
に

護

に

な

り

ま

し

九
m
山
崎
械
か
ら
加
入
し
て
m
w
年
初
と
い
う

4
閥
均
か
ら
の
関
問
問
年
余
保
険
料
は
‘
品
持
制
胆
が
急
円
い
議
〈
な
ら
な
い
よ
う
に
、
佐
官
い
湾
問
附
と
な
り
ま
す
の
で
‘
次
燃
の

ー
か
丹
8
0
0
0
m門
に
な
り
ま
す
合
保
険
料
を
時
間
緒
的
に
山
引
き
上
げ
て
い
る
人
れ
ぞ
閣
内
に
と
り
ま
す
と

泌

氏

年

金

は

、

年

を

と

っ

た

と

器

、

わ

け

で

す

。

@

Q

し

K
Lて
絡
生
年
金
に
加
入
し
を

一
不
撃
に
L
て
袴
害
者
や
鈴
子
常
払
J

庭
と
な
務
訟
の
安
心
の
た
め
い
い
も
保
険
料
の
が
ら
加
入
(
捺
2
分
数
回
開
険
者
)

…
っ
た
と
き
の
生
活
内
大
き
な
設
え
と
な
円
引
き
上
げ
に
ご
経
緯
く
だ
さ
い
様
。
綴
織

L
て
会
社
を
静
的
「
サ
ラ
リ
ー

一
っ
て
い
ま
す
。

9

・蜘

V

l

p

，

一

区

r
L怒
り
ロ
水
晶
刷
凡
浅

iEO

一
ニ
的
年
金
は
総
入
者
の
み
な
さ
ん
が

h
q
A滋
グ
一
斜
口
利
似
出
口
以
小

J
-

~

雲

て

い

司

長

料

室

芸

品

約

i

Jち

i
£一一しいいがか{町

一
公
的
年
余
純
度
か
ら
の
採
取
金
と
閉
圏
内

3
H
i

…
負
畑
山
C
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
老
後
や
ぷ
…
の
と
き
の
成
体
的
内
支
え
納
め
‘
そ
の
と
き
の
お
平
等
り
昨
年
金

一
は
機
く
皆
い
世
代
的
人
以
ぺ
老
後
の
殺
に
な
る
の
が
年
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
機

ψ
忠
良
え
る
世
代
剛
山
内
助
け
合
い
で
成

n，

wp一
代
の
人
を
支
え
て
い
〈
栓
怨
み
に
な
っ
険
料
約
一
制
的
怒
れ
が
あ
る
と
、
万
一
的
立
っ
て
い
ま
す
白
ご
両
日
分
の
た
め
に
も
、

昭

4
…
て
い
ま
す

3

事
持
拡
の
と
き
臨
時
議
採
機
年
金
や
議
校
総
安
定
し
た
年
金
制
別
離
脱
に
す
る
た
め
に
も

年
金
会
後
け
る
人
は
亭
々
増
え
て
お
時
間
専
念
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
線
放
料
を
き
ち
ん
と
約
め
る
こ
と
が
大

り
、
年
金
属
も
相
暗
部
型
上
げ
ら
れ
る
あ
る
ば
か
り
か
、
未
納
織
防
が
緩
く
な
切
で
す
。

な
ど
、
允
い
へ
ん
多
く
の
縄
問
泌
が
必
要
る
と
将
来
、
老
齢
総
磯
部
金
き
え
受
け
保
険
料
は
2
年
た
つ
と
、
あ
と
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
の
そ
こ
で
保
険
制
付
総
ら
れ
な
〈
な
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。
約
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
納

と
年
金
綴
町
バ
ラ
ン
ス
霊
山
菜
苦
年
金
制
変
は
防
総
か
ら
槌
歳
に
な
る
室
れ
の
期
絡
の
あ
る
人
は
、
晶
子
ぐ

ど
を
考
総
L
、
初
入
者
の
み
な
普
ん
の
ま
で
内
総
く
世
代
の
人
々
が
保
激
務
を
絞
め
ま
し
ょ
-
三

大
15J奇年記念講i安全

鐘ア酪

4
n
z日
(
之
)
、
我
孫
子
絞
枕
口

段
転
車
駐
車
場
〈
滋
下
2
拙
階
建
て
)
め

ず
:γ
ン
に
先
駆
け
、
抑
制
紛
を
公
開
闘

し
ま
す
。

ニ
れ
は
、
刊
耐
用
品
物
が
ス
ム

i
ズドい

使
え
る

J
つ
に
す
る
こ
と
と
、
飼
い
粒

蘇
駐
車
場
を
多
く
の
労
に
知
っ
て
い

た
だ
〈
た
め
に
行
う
も
的
。
公
開
槻
当

日
は
、
係
践
が
2
m限
式
自
転
車
一
一
ヴ
ッ

ク
め
緩
い
匁
な
ど
磯
滅
的
後
問
削
方
法

を
詳
討
し
ま
す
。

ど
を
た
で
も
鶴
市
闘
に
兇
学
で
き
ま

す
の
で
‘
お
気
軽
に
ど
寸
つ
字
。

V
8時

3
同
月
初
日
〈
本
)
、
目
白

(
金
〉
午
惜
別
9
時
か
ら
午
後
8
時

V
問
い
合
わ
せ
+
市
民
生
}
市
議

高
齢
化
技
会
と
も
い
わ
れ
、
像
機
数

絞
め
あ
り
方
が
岡
跡
前
脱
さ
れ
て
い
る
今
行
、

大
切
な
入
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

断
統
制
吋
大
学
が
捻
ま
っ
て
刊
日
間
同
年
。
こ

れ
を
記
念
し
て
織
演
会
を
向
問
機
し
ま
令

c

ど
な
と
で
も
お
気
戦
じ
も
)
事
知
山
く
だ

さ
い
。v

a時
3
月
開
設
一
土
)
午
後
1
時

V
機
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

V
入
場
料
鱗
料

wv
織
淡
「
長
帯
数
A

殺
を
ど
フ
生
き
る

か
」
綴
治
淳
史
氏
一
流
域
総
術
大
学

教
綬
}

V
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
飴

四
日
(
招

)
0
5
1
6

題協笛

溜岩機コミュニティ・モデル事業

L侮

〈ふれあい広場会主義〉

「
ニ
ル
ス
の
ふ

L
Fな
臆
」
を
上
挟

〈事告後新緑まつり会場〉

際盗釜:!

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
餓
や
か

い
管
つ
主
つ
に
と
終
予
で
躍
し
み
、
綿
織

し
ム
甘
い
の
潔
村
と
な
る
映
品
酬
を
中
市
内
5

地
区
に
分
け
て
が
泌
上
映
し
ま
す
。

今
問
闘
の
作
品
川
同
コ
一
ん
ス
の
ふ
し
事

な
旅
L

で
令
。

f
Jナ
ョ
ウ
に
飛
っ
て
大

鴨
川
を
一
一
行
く
ニ
ル
ス
め
慾
僚
を
か
き
た
て

る
壮
大
で
、
ロ
マ
ン
に
溺
ち
た
物
絡
で

す
傍
ぜ
ひ
ご
滋
く
だ
さ
い
s

マ
入
場
料
約
発
6
0
0
m門
〈
翁

a
7

0
0
m円
、
子
Y
い
も
も
夜
祭
)

議
入
場
券
は
市
内
幼
児
教
車
、
学
輩
諜

あ
や
め
政
務
会
で
は
、

い
2

ぱ
い
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
L

を
2

つ
の
会
議
〈
夜
間
四
参
開
閉
)
で
問
問
似
し
ま
す

c

こ
の
催
し
は
、
府
開
附
加
入
牲
と
お
客
様
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、
席
問

昨
判
的
活
性
化
会
内
側
品
た
め
俸
と
市
的
協

力
や
品
開
て
行
わ
れ
る
議
印
刷
倹
ヲ
ミ
ュ
一
一

テ
ィ
・
モ
ア
ル
本
殺
で
す
。
ご
家
絞
お

そ
ろ
い
で
ご
来
場
〈
打
ん
さ
い
。

V
箆
時

3
同
月
四
臼
(
呂
〉
午
前
山
時
か

ら
午
品
目
3
時
(
前
川
次
的
場
合
3
月山心
U
M
}

串
鍛
1
会
溺
(
手
m
H
議
公
開
州
事
滋
的
広

場
)
ポ
1
t
r
ニ
害
総
争
、
ゲ

i
ト
ポ
ー

ル
火
会

品
第
2
会
議
{
市
土
地
問
開
発
公
後
一
昨
省

地
〉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

1.
羽
市
‘
問
時
制
附

プ
レ
ぜ
ン
!
、
ぬ
ね
ソ
絵
様
、
数
土
工
作

機
あ
ゆ
み
の
郷
銑
巡
へ
と
招
待
ふ
a
災

知
的
公
隙
内
本
部
テ
ン
ト
で
ζ
4
5
L
臨時

制
竹
系
率
緩
液
晶
骨
を
統
布

V
問
問
い
骨
わ
せ
小
地
問
(
招
)
1
0
E

zd 

128 

輔海域協額二監禁綬船

勿努芳努努効

V
時
間

1
沼
目
午
ふ
郡
山
附
降
、

2
出掛

g

正
午
、

3
機
関
午
後
2
時
。
た
だ
し
、

わ
戸
必
待
問
の
み
2
間
関
悶
悶
午
後
1
時
、

3
混同
M
午
後
3
時

wv
防
い
合
わ
せ
筋
線
時
待
問
削
題
協
議
会
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重量かな鐙!E牲と文4む伎の護軍いまち。首都閣内でも霊聾主主主主銭然の

あるまちとして、多くの人点字がやすらぎ毛筆君主め聖書り主主み、現在
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この度、留では各自治体が務自に行うふるさと創

生事業ι対し、一律に 1器用を究付することになち

ました。

そこで、我諜子市では、この 1億円をもとに、地

域や白黙との関怖が豊かになり、さらに、今後の我

諜子市のふるさと針生の走塁螺剤となるような事業を

展開していきたいと考えています。

つきましては、市民のみなさまから「こんなこと

をやったらよいのではないか」といったアイデアを

します。
(応募方法の言李総については、喜襲阪をご著書燃くだきい。}

?。
草長

『

e
t
i
-
-
3
3

h
 

岡崎軸鞠

I{' 

2話

L! 
困

r~ 時約，.lJ患研~事前者」課指定
忍……ポ

hγ
梢
即
時
特

需
ゴ
叶
叫
恥
H
官
同
町

時

t
E
H
家
持
刊
可
制
開

議
〈
M
附
山

m糾
明
占
拠
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1 .応募期罷

2.搭募資格

8.記入方法

4.間合 先

平成元年4月28日(金)

我誠子高に在住又は勤務している方

下関にご記入のうえ、投函してください O

我孫子事役所全同財政部企画課「ふるさと創生事業J

祖当まで

TE L.0471(85)1111内線211

みなさまからのアイヂアを碁に、 6月頃に fふるさと創

生事業J を決定するとともに、寄せられたアイヂアについ

ては、今後のまちづくりにも広く活用していきたいと考え
ています。

どうぞ、みなさまの日嘆から考えているアイデアを是非
お寄せください。

なお、応募いただいたガには、粗品を進呈させていただ
きますの

検察

宮、

Q 

制岡田岡岬J

130 



鯵753号

的
部
4
汚
か
ら
今
年

zn京
ま
で
に
、
凶
賊
慌
で
、
以
前
削
と
阿
川
ヒ
業
者
だ
と
裳
っ

織
の
消
費
京
滋
州
制
主
主
に
寄
せ
ら
社
た
抑
制
た
り
、
設
綴
拙
制
緩
が
あ
る
と
品
闘
っ
た
り
、

談叫
H
U
問
符
こ
の
う
ち
訪
問
際
交
に
問
問
ま
た
、
ク
i
リ
ン
グ
オ
フ
的
事
材
開
き
を

す
る
も
の
は
出
件
で
、
金
体
的
約
許
ん
持
政
ろ
も
フ
に
も
役
所
が
で
た
ら
め
だ
っ
た

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
の
絞
り
と
、
判
制
緩
わ
ら
ず
懇
耕
民
な
相
祖
先
手
口

金
殺
や
ぬ
銭
、
機
能
に
つ
い
て
の
抑
制
談
が
震
に
つ
静
ま
す
。

は
紛
糾
町
と
な
っ
て
い
ま
す
a

次
に
多
い
ク
リ
i
d…
ン
グ
事
故
で
は
‘

こ
の
結
核
件
一
撃
銭
高
別
に
見
開
会
、
衣
料
の
キ
滋
総
や
m
間
央
が
牛
車
な
肉
祭

住
障
問
誌
が
付
加
仙
げ
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
z

こ
れ
ら
の
ト
一
ラ
ブ

リ
I
w…
ン
ダ
事
故
が
M
件
、
警
警
如
来
ん
そ
遊
け
る
た
め
に
も
、
素
材
や
汚
れ
、

識
が
沼
件
と
緩
い
て
い
ま
す
。
し
み
な
ど
を
お
い
払
い
に
確
認
す
る
こ
と

仲
間
援
ぷ
件
数
的
う
ち
5
件
が
消
火
線
が
必
幾
小
、
す
ゅ
ま
た
、
敬
次
燃
を
務
尽

す
る
場
合
に
は
ゅ
は
持
品
事
項
を
工

場
へ
総
え
る
よ
う
念
を
縛
す
一
絡

を
川
掛
け
ま
し
ょ
え

教
義
娯
議
問
帥
で
は
、
学
習
教

品
何
時
四
闘
激
縦
一
発
が
呂
に
つ
魯
ま

十
。
こ
れ
は
、
新
し
〈
中
散
生

に
な
る
v
T
r
む
を
持
つ
家
昨
躍
を

訪
れ
「
あ
を
た
の
お
子
さ
ん
が

入
学
す
る
学
校
の
3
部
分
的
参

岩
書
で
す
い
止
か
、
「
O
O
中

学
校
で
餓
綴
す
る
教
訓
村
導
的
機

線
機
で
す
」
な
ど
と
ま
と
め
て

宛
り
つ
け
る
方
後
で
す
翁
子
ど

も
は
綴
い
た
品
世
帯
書
の
出
在
鼠

て
ウ
ン
ザ
リ
し
、
や
る
然
を
な

錨挫すクシー
制麓が

饗わります

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
で
数
創
刊
蜘
曹

を
雨
明
'
て
か
ム
妻
鹿
で
決
め
て
も
濃
く
は

な
い
の
で
は
な
い
そ
L
ょ
う
か
。

悪
質
な
ゆ
綿
織
問
問
先
の
セ
ー
ル
ス
中
ン

戸
山
総
わ
れ
る
人
は
、
家
繰
り
厳
然
、
世
間

齢
数
!
学
生
絡
め
ん
出
拙
料
開
聞
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。消

費
生
活
相
談

窓
口
か
ら

諮
問
問
問
眠
蜘
閣
は
、
家
経
に
押
腐
な
が
ら
滋

品
を
鱗
入
で
き
る
便
利
刊
な
閥
抗
割
問
、
セ
i

ル
ス
?
ン
的
自
車
に
め
せ
ら
れ
、
つ
い

不
用
な
買
物
を
し
て
し
ま
、
フ
は
め
は
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

(3) 1989. 3. 16 

口
ン
〈
大
型
一
臨
協
関
投
笈
係
車
)
や
ポ

i
ド

ヵ
ー
に
よ
る

n
い
こ
~
ヲ
ね
選
挙
6

ど
ず

や

4
m
拠
品
結
後
絡
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
問
問

織
し
、
楽
権
時
的
立
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

漫
罵
す
る
。

m
pと
声
運
動
e
も
ム
ザ
附
附
絞
り
入
れ

た
勝
発
滋
動
的
一
つ
e
寸
一
明
る
い
幾
帯

推
進
協
力
同
月
ん
を
幕
一
集
し
、
返
統
的
方

考書るいi義挙錐滋
協綴重量援を務める

頼関 ~曙さん
{事室後}

者'~

に
e
偶
住
指
滑
に
行
券
ま
し
ょ
う
。
と
同
町

び
か
け
脅
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

め
@

「
市
民
奈
良
が
附
融
当
貝
に
な
っ
て

も
ち
え
れ
ば
、
投
票
率
は
1
0
0
%

な
ん
で
す
が
ね
い
と
際
災
ぐ
る
み
の

活
動
を
期
待
す
る
網

会
で
は
年
2
夜
、
先
進
織
で
の
研

修
長
竹
っ
て
い
る
a

あ
る
市
で
は
選

努
啓
発
沼
丹
精
子
告
つ
〈
り
、
学
校

教
育
的
場
い
い
取
り
入
れ
て
い
る
。
終

判
聞
や
ふ
巾
で
も
、
今
後
的
練
援
と
し
て

取
り
組
組
み
た
い
掴
と
い
う
。

「
ま
だ
ま
だ
我
再
開
子
治
は
燥
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
擦
で
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
も
‘
問
自
は

H
F薬
を
考
え

る
寝
間
曜
日
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

問
時
に
ぷ
刊
孫
子
を
考
え
る
日
畷
日
e

に
L
て
い
た
幻
愚
た
い
で
す
ね
い

き51ラm日霊童な言量動白身障室警

誘導撃のだめの溶主上タクシー苦警

告童文ア、 4尽かそう変わりきます。

砂軍事総事長

改正 主主祭り車尊重言、 1人Fl
3絞

{叢楽 寺社U~時料金の 2ftの七

限度警護700丹、 1人
月2校

惨対象蜜

(j)下絞、体事季、祭主遺障害容

(1J1l)で身i事襲撃Z害者手f絞れ

2絞所持者〈リヨ〉

③装警護若手;猿愈ム，'，A2の所

持番(!際〉

b問い合わ役 福祉富豪

そ
ニ
で
、
被
宜
間
に
合
わ
な
い
た
め
の
必
ず
州
統
九
日

ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
る
止
、
め
も
し
‘
ト
ラ
ブ
ル
が
綴
き
た
と
き
は
、

m
wセ
ー
ル
ス
一
f
J
が
来
た
ら
ド
?
を
す
早
め
に
公
約
機
総
な
ど
に
お
談
?
る

ぐ
問
削
け
ず
、
訪
問
制
的
霞
的
、
人
前
説
明
名
、
経
送
、
制
相
談
窓
口
に
来
ら
れ
る
ふ
々
の

氏
名
、
波
発
す
る
世
間
協
制
約
機
類
を
間
関
く
中
に
、
制
相
談
す
れ
ば
由
時
分
で
は
何
も
し

②
必
饗
の
な
い
も
の
は
キ
ッ
パ
リ
織
る
な
く
て
も
尚
昆
い
と
か
、
自
分
的
繁
栄
が

③
工
事
な
ど
争
伴
う
も
の
は
縁
側
り
町
議
す
べ
て
か
な
う
と
勧
進
い
を
し
て
い
る

務

に

糊

聞

く

品

々

が

多

〈

見

受

け

ら

れ

ま

す

m

④
撒
餌
申

t
d
組
世
知
薄
明
、
制
間
約
を
急
が
せ
る
機
構
禁
止
論
州
側
叫
慨
は
、
法
や
良
識
を
も

合

は

、

李

総

っ

て

み

る

と

に

抑

制

絞

殺

と

識

者

早

ま

っ

て

解

綴
綴
袋
、
議
却
を
す
る
と
き
は
、
内
容
地
慌
の
魚
口
を
つ
か
ん
だ
り
、
あ
コ
せ
ん

そ
よ
〈
確
か
め
て
か
ら
に
す
る
@
や
ア
ド
パ
イ
ヴ
へ
ゆ
す
る
と
こ
ろ
な
の
で

⑤
契
約
し
た
と
き
に
は
、
終
約
的
内
答
す
.

や
ふ
明
ら
か
に
し
た
簿
一
期
金
受
け
取
り
、
制
v
問
い
合
わ
せ
中
市
阻
円
余
泌
市
議
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公
開
樹
齢
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路
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即
鵬
柑
桝
帽
錦
亭
都
市
計
国
隅
A
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糊
剛

wv
名
韓
*
2
・
2
・
5
袋
埼
4
特
公
附
開

*
詰
・
2
‘
却
問
中
時
二
本
綾
公
欄
醐
*
2

・
2
e
川
町
中
峠
鹿
島
総
必
附
附
キ
2
・
2
・

越
中
時
寺
前
公
開
醐
牟
2
-
2
・
mw
お
絞

麗
廊
下
公
欄
間
*
2
・
2
・
開
お
俊
樹
同
立

公糊削
V
縦
覧
場
所
公
糊
閣
僚
出
町
議

臨
開
削
問
い
合
わ
せ
公
開
閣
僚
路
線

本
格
3
m月
H
E
、
我
村
知
子
総
務
計
画

繰
総
及
び
都
市
料
削
減
パ
ム
簡
を
変
更
し
ま

し
た
。

ζ

的
関
係
欄
間
帯
討
を
一
都
市
鈴
縮
問
H
関

(
補
給
問
問
都
議
1
0
0
努
)
絞
れ
糸
第
2

幅
引
に
単
用
す
る
関
内
法
鍛
却
弘
明
第
2
績
の

幾
定
に
よ
り
縦
燃
し
て
い
ま
す
&

園
田
災
級
宇
都
市
肘
函
絹
綿
織

wv
名
称
揖
戸
船
一
一
戸
縁
組

曹
縦
覧
場
続
協
都
市
繋
融
関
議
淡
ぴ
市

議軽量
冷
た
い
震
が
問
料
を
削
判
十
…
…
閥
均
丹
初
旬
‘
骨
刊
は
葉
町
付
け
制
怖
か
ら
長
〈
搾
が

滋
叫
端
的
あ
ち
こ
ち
の
自
だ
ま
り
に
、
訂
た
続
的
先
に
つ
春
、
藍
色
的
筋
が
人

パ
ル
ト
急
的
可
愛
ら
し
い
花
か
九
円
け
た
っ
た
絡
が
ち
は
コ
バ
ル
ト
品
目
で
蒸
し

オ
庁
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
が
喰
泌
磁
を
は
う
い
e

よ
う
に
し
て
議
接
ゑ
せ
て
い
た
。
犬
ふ
ぐ
り
緩
め
ま
た
た
〈
頗
〈
な

ζ

内
灘
は
明
治
的
は
じ
め
は
苧
352

口

り

拠

点

滋

子

ソ
パ
か
ら
渡
っ
て
き
た
機
化
織
物
で
、
ブ
デ
リ
と
い
う
の
は
磁
畿
内
こ
と

今
で
は
縮
、
滋
線
、
求
訴
を
ど
で
酬
刷
協
械
で
.
果
案
内
線
が
火
の
陰
畿
に
似
て

み
の
革
と
な
っ
て
い
る
a

い
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
と
い
る
。

前
，
榊
押
な
美
し
い
誌
を
判
明
か
せ
る
こ

の
草
に
、
も
っ
と
上
関
少
な
名
を
、
と

刷
判
名
金
付
け
た
学
者
も
い
だ
が
‘
一

品
融
持
出
き
れ
る
に
滋
ら
な
い
。

花
は
昼
間
判
九
け
問
問
き
、
夜
に
は
開
閉

じ
為
が
ま
た
、
非
滋
に
と
れ
や
す

く
、
問
聞
い
た
花
H
N
苧
を
触
れ
る
と
、

ポ
ロ
リ
と
滋
ち
ぢ
鮮
と
も
わ
び
し
い
α

・
写
真
佐
久
間
怖
略
行
)

オ持イ雰!J?Jタ号
{ごまのはぐさ科)

経
夫
事
賄
‘

3
日
1
7自
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

校
火
構
は
、
日
本
総
山
内
で
は
昭
和
総

年
以
降
発
止
ん
し
て
い
ま
せ
ん
@
し
か
し
、

講
外
で
は
‘
わ
ず
か
を
闘
を
除
い
て
、

毎
年
多
数
の
死
亡
出
向
が
人
や
動
物
で
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
魚
崎
明
引
日
以
上
の
み
〈
を
総
勺

て
い
る
方
は
、
毎
年
犬
的
援
銭
と
狂
犬

鈴
子
料
開
設
射
を
ゆ
{
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
.

中
巾
で
は
、
平
成
一
百
年
絞
め
犬
の
登
録

可n五犬病予雲寺会主射日夜

と
舷
犬
鳴
子
紡
注
射
を
ぷ
棄
的
日
程
守

行
い
ま
す
。
後
務
つ
め
会
場
で
必
ず
佼

け
て
く
だ
き
い
m

ま
た
、
築
関
投
射
を
dmx
汁
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
後
寄
り
持
動
物
約
隊
等

で
錐
火
術
学
仲
間
、
注
射
を
後
け
て
注
射
済

材
料
金
一
交
付
し
て
も
ら
い
、
保
撞
セ
ン
タ

ー
で
姦
犬
波
誠
鰍
お
よ
び
注
射
病
絞
め
交

付
手
紙
き
を
し
て
く
だ
き
い

q

総
札
や
注
射
ぽ
例
制
酬
は
忠
れ
ず
に
ふ
人
的

骨
日
韓
に
つ
け
も
必
ず
つ
な
い
で
絞
っ
て

く
だ
さ
い
伶

V
料
金

1
一期
4
8
0
0
m円
(
是
品
開
お

よ
び
狂
犬
燐
予
防
注
射
料
金
)

議
お
釣
り
的
な
い
よ
う
に
ご
聞
用
意
〈

仰
い
き
い

V
注
意
。
泌
総
に
は
多
数
の
火
が
幾

ま
り
、
情
官
段
よ
り
興
鷲
し
て
熱
れ
る
恐

札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
捌
押
え
つ
け

ら
れ
る
人
が
綴
れ
て
き
て
く
だ
事
い
。

③
生
ワ
ク
チ
ン
キ
詮
射
し
ま
す
の
で
徳

吋
平
和
刊
を
縫
持
す
る
め
は
、
そ
の
図
殺
事
的
A
U
隣
を
み
て
以
前
市
内
の
企
業
や

め
俊
治
的
選
択
に
よ
る
も
の
。
そ
の
政
期
間
績
を
…
軒
…
軒
給
開
閉
す
る
。

ム
出
を
選
択
す
る
の
は
致
論
家
で
、
政
治
有
後
教
的
多
い
地
区
で
的
検
祭
率
的

容
を
滋
欲
す
る
の
は
官
官
惨
殺
で
す
。
と
ア
ッ
プ
同
日
、
市
ふ
晶
体
の
徐
被
事
ア
ッ
プ

こ
ろ
が
、
平
和
に
馴
削
れ
て
か
政
治
家
を
に
も
つ
な
が
る
。
そ
ニ
で
、
今
出
閣
内
線

選
ぶ
選
帯
い
い
附
関
心
が
薄
く
な
り
、
役
察
挙
で
は
、
鋭
的
凶
行
っ
て
い
る
駅
前
例
で
の

率
が
低
下
し
て
い
ま
才
出
別
級
殺
楽
に
加
え
、
終
ぷ
官
官
笠
宮
内
多

3
月
四
日
は
同
時
知
事
潜
撃
の
投
雨
情
。
。
@
い
つ
く
し
齢
制
と
判
州
北
台
で
、
そ

l
ポ
ト

前
河
内
探
知
事
滋
挙
は
、
明
ω
W
地
問
判
的
役

務
帯
十
で
ワ
ー
ス
ト
4
的
問
ニ
め
汚
名
を

船
内
ん
と
か
返
上
し
よ
う
と
投
霊
的
向

上
を
め
芦
屯
し
て
い
る
の
が
吋
伐
採
子
市

明
る
い
等
学
推
進
協
液
晶
え
訂
名
同
委

肉
料
仙
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
漁
動
す
る
。

緩
和
計
年
総
総
指
一
時
か
h
m刷
会
後
を

務
め
、
昨
年
4
月
会
長
い
い
総
川
附
し
た
和

問
久
可
き
ん
は
「
役
淡
織
の
ア
ソ
ブ
に

は
、
特
効
議
は
あ
っ
ま
せ
ん

B

柏
崎
滋
に

務
執
池
山
的
勧
告
代
っ
て
い
革
ま
ず
L

と、
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